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る
。
挪
戚
，我
等
が
こ
れ
等
の
疾
病
を
嫌
防
す
る
方
法
’を 

知
も
な
い
ご
し
て
も
、
少
く
を
も
こ
れ
を
そ
の
初
期
に 

於
い
て
、
疾
病
の
犧
牲W

し
な
い
以
前
に
？
知
る
方
法

. 

が
；ホ
れ
ぱ
、
我
々
は
，

4
<

多
數
の
患
者
の
病
勢
を
抑
止
し
、 

個
人
の
愉
樂
を
向
上
せ
し
め
、
勞
働
生
活
を
延
長
す
る

镇

四

號

！ n!

四

け
るf

、

漂

は

»
は
貧
弱
な
る
小
市
な
り
&
。
}
§
も 

ま
れ
が
敎
授
と
し
.て

び

同

ホ

R
來
れ
る
時
、
そ
は
旣
‘ 

に
商
工
業
隨
與
の
氣
運
k
向
ひ
ウ
、
ぁ
り
し
な
ね
0

ス 

ミ
ス
は
グ
ラ
ス
ゴ
ォ
に
在
つ
て
#

だ
に
敎
ふ
る
人
た
，c
 ̂

し
の
み
な
ら
す
、
又

た

學

ぶ

人

た

タ

し

な

$
た
ど

——

. 

) 

, 
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一
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n

こ
ビ
が
出
来
る
ビ
云
つ
て
ゐ
る
。(S. 

S. 

Goldwater,
:

揚
所
を
は
彼
れ
に
效
ふ
る
听
極
め
て
大
.ぶ

.
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1
:

耶

ス
ミ
ス
は
斯
く
着
々
ご
し
て
改
a
進
步
の
實
を
擧
げ 

ウ
、
あ
る
ダ
ラ
ス
ゴ
オ
大
學
の
學
窓
ょ
.
.

TV

出

で

俊

® 

.な
る
市
場
に
漲
れ
る
愈
烈
な
る
空
氣
を
呼
吸
す
るM

J

多 

か
*
*
^
き
。
彼
れ
が
初
め
學
生
に
し
て
グ
ラ
ス
.ゴ
オ
に
赴

k
し

て

永

ぐ

平

律

に®
ま

れ
-
c
^
ビ

せ

ぱ
> 

S、
ら

く

彼

れ
 

は

終

に

經

濟

舉

者

た

る

こVJ

な

か

り

し

な

る

可

し

。

彼 

れ

に

し

て

若

し

其

の

少

处

の

長

ギ

月

を

グ

ラ

ス

ゴ

ォ

に 

送

る

こ

な

か

り

し

な

ら

ん

に

は

、

彼

れ

は

決

し

て

斯 

く

の

如

ぐ

、
拔

祥

の

經

.濟

學

者

た

る

こ00

能

は

ざ

ら

し

. 

な

る

可

し

。

身

第

に

濃

密W

食

ゎ

つ

あ

る

新

興

ク

タ
 

ィ

ド

河

貿

易

の

問

题

ご

、

同

市

の

剛

邁

k
し

て

聰

明

な 

る

商

人

の

間

に

這

般

の

問

题

じ

關

し

て

日

々

行

は

れ

つ

あ
る
議
論
の
裡
じ
彼
れ
は
偉
大
な
る
經
濟
學
者
を
爲 

り
つA
あ
る
な
，.

CN。  

，

.

當

時

ク

ラ

ィ

ド

最

大

の

商

人

の

j

人

に

し

て

又

た

市I

長
た
な
し
ア
ン
.ド
ル
I 
♦
コ
ッ
ク
レ
I
ン

(
A
n
d
r
e
w

れ
て
大
陸
の
流
寓
4
ら
歸
れ
る
は
ス
ミ
ス
が
グ
ラ
メ
ゴ
.

C
o
c

がra
n
e
)

，
は：一

千

七

：
百

：四

千

年

代

に

貿

易

の

本

廣

及
 

び
原
則
を
.研
究
す
る
の
：目
的
を
以
て
侮
週，1

囘
糊
催
の 

俱
樂
部
を
創
設
せ
か
。
‘昆

れ

韻

ら

く

は

世

界

最

初

.の

經

I
 

濟
協
會
な
6
し
な
る
可
し
0 \

ラ
ス 
'ゴ
オ
に
居
住
す
る 

に
至
.
て̂
後
、
其
の
，

1

員
ビ
爲
れ
る
：ス
ミ
ス
は
コ
ッ
ク
：
 

レ
ー
:シ
ざ
深
交
を
織
す
.ふに

！？H

も
、
後
"「

國
富
論」
Q

資 

料
を
微
集
し
つ 

> あ
る
の
時
?

,其
の
敎
示
に
負
ふ
所
ふ
，
 

る
を
承
認
せ
b
と
云
ふ
。

(

b
r
. Al

e
x
a
n
d
e
r

 

G
a
r
l
y
k
, 

Autobiographv,:.ed.:.by 

'
 John. Hill. .Burton, 

. 1
8*̂

0
,

p. 

7
3
)
。

ホ
長
コ
ッ
ク
レ
ー
ン
をi

a
i

め
ご
し
て
グ
ラ
ス
ゴ
ォ
市 

民

は

貿

易

，上

§
.

拘
東
撒
廢
を
渴
虞
せ
；^

ざ
雖
も
、
而
も 

そ
は
織
及
び
亞
麻
絲
の
如
き
原
料
品
の
輸
入
に
對
す
る 

も
の
な

-

^

し
き
。
サ

I

®

'

ジ

H

 

I

ム
ズ

*

ス
チ
ュ
ア

1

ト 

も
沸
お
近
腾
に
居
住
せ
る
が
故
に
、一
恐
ら
ぐ
は
此
の
俱
：
 

樂
部
の
一
員
た
、リ
し
な
る
可
き

.

も
"
彼
れ
が
赦
免
せ
ら

オ
大
學
の
敎
職
★
播
す
る
：僅
-
^
に
數
ヶ
以
满
な
り
し 

を
か
て\

生
張
を
異
に
せ
る
此
.の
ニ
個
のf

;

濟
學
密
が 

‘俱
樂
部
の
集
倉
に
於
て
き
’合
す
る
の
機
會
は
g
し
存
せ 

ざA

タ
し
な
る
可
し
。
而
も
恐
ら
く
ス
ミ
ス
の
®
見
は
彼 

:

れ
等
市
民
の
間
に
於
け
る
ょ
.ら
も
大
擧
生
の
旧
に
先
づ 

傅
播
す
る
に
至
り
し
も
の
な
る
可
し
。
ダ
ッ
ダ
ア
ド
®
ス 

チ
ユ
ア
ー
ト
锁
て
日
ぐ
、「

最
お
熟
心
に
彼
れ
の
ホ
；義 

を
採
用
し
、
而
し
て
卿
内
の
此
の
地
方
に
其
の
根
，本
原 

理
K

關
す
る
知
識
モ
普
及
せ
し
め
だ
る
者」

は
學
生
な

b
き
？と
。

‘
ス
ミ
ス
は
又
たf

千

七

ぼ

五

十

二

即〜

彼
れ
が 

グ
ラ
ス
ゴ
ォ
大
舉
に
赴
任
る
幾
年
，同
志
t
共
k「

グ 

ラ
ス
ゴ
オ
學
會(Literary 

Society 

of 

G
l
a
s
g
o
w
)
」

を

典
せ
y

。
同
會
は
大
學
敎
授
の
外
に
學
術
に
趣
ゆ
を
有 

す
る
少
數
の
商
人
若
し
く
は
灘
純
、
例
へ
ぱ
デ
ク
ィ
タ 

®

じ
ュ
I
ム
、
史
家
ダ
^
リ
シ
プ
ル
、
好
古
家
ジ
ョ

第

十

六

き(

五
六
セ)

0

縫

ア

ダ

☆

ス
ミ
；̂
ゆ
生
涯

雜S

雄

i

 

n
i

五



灘
沖
六
卷

.(

五
六

.八)

レ

纖

0 

.
ア
ダ
ム

®
ス
ミ
.ス
の
お
度

■
ン
0
力
ル
ァ
シ
ダ
デ(Jphn 

Callander)
、

印
刷
業
者 

.
パ
ァ
I
ト
•

ク
！

ル
ゾ
、
發
明
家
ジ
エ
I

ム
ス
•ク
ッ
ト 

等
を
會
員
中
に
有
せ
.タ
同
學
會
は
十
一
..月
よ
b
五
月

に

直

-
^
#
木

職

日

中

族

六

時

よ

ら

集

會

せ

り

。

ス
ミ
ス

-■ 

- 

.

.

. 

•
,

は

I

千

七

百

五

十

二

1

年

一

月
：，

1,」

一
十
！
二
日
、
.同
‘學

會

に

於 

T 
t 

ユ
：
| 
ム
の Essays on 

C
o
m
m
e
r
c
e

 

4?-

の 
ニ 
！
二
を 

論i
s

す

る
.の
-文

を

期

識

せb
? (Notices :andv:..DOCU- 

ments 

illustrative 
, 

o
f the 

Xiiterary 

History 

of 

clasgow, published 

b
y

 the 

Maitland 
Q
u
h

 

p, 

13 

2
)
。

是

れ

等

の

論

，文
は
，，恰

も

其

の

當

時

公

R
せ
ら
れ
ぷ 

る
所
な
る
が
マ
？̂
:ミ
は
恐
ら
く
其
の
出
版
以
前
に
之 

.れ
を
闕
談
せ
る
も
の
な
.る
可
し
。
普
し
、
じ
ユ
ー
も
よ 

其
の
前
年
九
！l l +

 g

日
、ス
i

に

誉

を

裁

し

て

-
一
一
一 

是
れ
商
業
上
の
論
文
が
合
卷
せ
ら
.；
る

可

き

Essays.
: 

M
o
r
a
l

 a
n
d

 Political.

の
*
版
に
就
き
て
添
創
す
可
き
ノ

點
あ
ら
ぱ
指
摘
せ
.
れ̂
ん
こyj

を
求
め
た
る
を
以
て
な 

，こ
.H,

 

Burtop,

‘ Life..,and:. Correspondence 

o
f
,

..

D
a
v
i
d

 

H
i
e
,

 

Mか46
,
1
1
^
3
7
5
)

同
舉
會
の
时
論
は
® 

々
激
烈
.
極
.
P
O
,

最
も
光
！
有̂
る
討
；

iii

家
.た
み
し
ミ 

ラ
？
敎
授.va

常
識
哲
學
の
開
®
ジ

，
I

ド
博
士 

の
間
こ
’ 

^
は̂
れ
た
る
形
而
上
學
的
、
肿
學
的
論
戦
は
當
時
に
在 

一

り
て
頗
る
有
名
な
る
も
の
な
ね
ぎ
。
而
て
歐
說
ょ
又
/
 ̂

，吾
人
に
吿
げ
.て
言
ぅ
、
ス

ミ

は

ウ

て

成

る

y 

關
し
全
會
を
敵
e
し
て
終
夕
營
鬪
し
、
终
こ
’多
數
の
嘴 

め
に
其
の
生
張
を
破
ら
れ
て「

論
破
せ
ら
れ
ね
る
も
、
 

論
服
せ
し
め
ら
れ
ず(convicted 

b>ut 

not 

convinc, 

e

仏)」

獨
&
ぶ

唆

け

ゎ

-
^
。

(Strang, Clubs of Glasgow, 

2
n
d

 ed, 

p. 

5I4jo

:

更
ら
に
傷
氣
な
ら
し
他
の
俱
樂
部
は
，數
學
敎
按U

ビ 

レ
®
シ

ム

ツ

ン

の

統

ぶ

る

所

の

も

の

な

，
，
：

^
0

「

數
學
者
は 

彼
れ
等
を
下
界
の
！
！
忌V

自
負
と
奸
計
ど
の
上
に
高
く 

座
せ
し
む
る
温
’順
に
し
て
.芽
出
度
さ
特
性
を
有
す」

€ 

儉
す
の
觀
念
を
先X

N

ス
ミ
ス
じ
與
へ
た
る
も
の
は
彼
れ 

カ
シ
ム
ソ
ン
ょ
ヶ
受
け
れ
る
印
象
な
，̂
き
。
シ
ム
ジ
ン

は
其
の
生
涯
の
五
十
の
殆
ん
ど
全
部
を
グ
ラ
ス
ゴ 

-ォ
•
,カ
レ
ッ
デ
の
構
內
に
：送
-
^
"

1

千
七
百
六
十
八ギ

"； 

嬰
ら
，す
-
^
,て
逝
ゆ
ち
。彼
れ
は
各
.

HI

を
.什
事
.ビ
.睡
暇
を
、
‘ 

校
門
の
洒
亭
に
於
け
る
愈
事
淡
數
を
算
定
せ
る
视 

庭
の
散
步
ピ
の
間
に
正
赚
R
分
て
，な
。.
彼
れ
は
®
何
學
，
 

上
の
勢
作
.
終̂
ら
て
後
、
校
門
の
®
亭
に
入
ら
て
ご
一 

の
敎
授
ピ
ホ
ィ
ス
ト

C
I
S

の
骨
牌
技)

の
勝
資
を
行
ひ 

て
其
の
日
を
終
る
のP

な
ら
&
。
此
の
さ
、
や
か
な
る 

资
遊
は
終
に
规
の
俱
樂
部
ざ
爲
タ
、
，部
貴
は
毎
金
曜 

©
夕
、
此
め
酒
亭
に
於
：て
晚
餐
を
共
に
し
ァ
土
曜
日
每 

に
.1

■
を
隔
て
た
る
、
當
辟
猶
ほ
邊
鄙
な
る
村
落
に
過 

ぎ
ざ
-

CS

し
ア
ン
ダ
I
ス
ト 

<—
ン(Anderston) 

R
赴
き 

て
,

此
の
地
の

酒
亭(
c
h
a
n
g
e
h
o
u
s
e
)

に
於
て
常g

.

の 

観
子
溝O^HCken

か3
th) 

0
一
 

品
料
理
ビ
赤
®
荀
酒
の 

大
S
ご
を
以
て
綴
を
嘆
し
、
次
い
で
卓
布
を
撤
し
て 

'ハ
ン
チ
を
®
け
な
が
ら
ポ
ィ
ス
ト
の
勝
負
を
行
ふ
な 

ス
ミ
ス
は
骨
牌
技
の
相
手
と
し
て
適
當
な
る
人
物

K
V

に
は
あ
ら
ざ
り
き
。
於
負
の
最
中
に
於
て1 

が
突
如
ど
し
て
其
の
念
頭
に

.浮
び
め
る
時
"
彼
れ 

は
コ
I
ル
を
行
ふ
を
廢
す
る
か
、
或
び
愈
る
の
觉
な 

h
v
^
o 

(
R
a
m
s
a
y

 

of 

ochtertyre、
Scotland 

a
n
d

 

Scotsman in 

Eighteenth 

Century, 

i. 

4
6
8
)
。

ホ
イ
ス 

ト
の
勝
負
終
ら
て
後
> 
彼
れ
等
は
シ
ム
ツ
ン
を
中
心
ビ 

し
て
愉
快
に
談
英
、
吟
吸
し
て
其
の
會
を
終
る
な
ら
。

シ
ム
ツ
ン
は
美
職
を
以
て
希
a

の
短
詩
を
今
樣
に
吟
誦 

す
る
の
常
な
ら
き
。
此
の
集
會
於
て
禁
物
ご
爲
れ
る 

唯
一
の
話
題
は
宗
敎
な
6
き
。
シ
ム
ソ
ン
逝
き
て
此
の 

會
合
も
亦
た
消
減
せ
ね
。

シ
ム
ソ
ン
俱
樂
部(Mr. 

R
o
b
i
n

 

Sim
s
o
n

ビQ
u
b
)

若 

し
ぐ
は
ア
シ
ダ
ー
ス
ト
I
ン
俱
樂
部
ご
稱
せ
ら
ら
た
る 

此
の
‘小
集
の
如
ぐ
質
模
な
る
生
活
の
，#
に
高
尙
な
る
思 

索
に
耽
れ
る
著
名
な
る
人
物
ょ
り
成
れ
る
も
の
は
蓋
し 

稀
れ
な
る
冗
し
0r

ユ
f

ク
タ
ク

ド」

の
系
論
を
復
活
せ
し 

め
た
る
大
數
學
者
シ
ム
ソ
ン
を
圍
邊
し
て
"
近
代
化
學

戲
十
六
卷(

玉
六
九)

' 

軸

錄

：プ
ダ
ム
©
ス
ミ
の
生
涯

.第

四

魏

！
ニ1

七



稱

十

六

卷

：(

五
セ
0)  

0

綠

ア

ダ

A
®
ス
ミ
ス
の
お
単

第

四

鎭ニ
1
1

八

B
.
の

劍

始

蔣

ジ

ヨ

セ

ス

e

プ

ラ

ッ

ク

蒸

氣

機

關

の

後

見
h
- 

_ご
說
け
る
を
以
て
な
わ
。

者
お
る
其
の
靑
年
助
手
ジ

：：，H

 

I

ム
：.ズ

b
は
經
濟
學

の
始
組
と
棚
並
ん
で
座
咐
る
な
レ
。
後
.ザ
グ
ッ
ト
は
ス 

ミ
ス
を
以
て
特
に
同
俱
樂
部
み
主
與
な
る
人
物
の
一
人 

ご
じ
て
擧
げ
"
而
し
て
彼
れf

の
談
話
は「

若
き
人
 々

に

普

通

な

る

題

目

の

；
外

に

.，、
主

M

レ
て
學
問
上
の
話
題
、 

宗
敎
一
、道
德
、美
文
學
等
に
在
れ
ゥ
、
而
し
て
余
は
朱
だ 

曾
つ
：て
カ
レ
ツ
デ
に
出
®
し

た

る

こ

な

ぐ

、
又
た
#
、

の
當
時
は
一
個
の
職
八
に
：溯
ぎ
ざ
り
し
が
故
に
、
彼
れ 

等
が
孰
れ
も
な
余
め
先
截
た9

し
鎮
般
の
問
題
に
對 

し
，て
お
め
て
余
の
心
を
傾
か
し
め
た
る
も
の
は
此
の
會 

話
な
ら
き

」

ビ
談
れ
&
。
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彼
れ
等
の
話

题
中
に
宗
数
を
加
へ
た
る
點
に
於
て
7

ッ
ト
の
記
憶
は 

H
し
か
ら
ざ
る
が
如
し
0
舞
ちTralll

敎
授
は
、「

同
俱 

樂
部
に
；此
の
本
和
を
破
る
問
題
を
嚴
入
せ
んW

.す

る

の 

は
满
べ
て
嚴
然
且
り
斷
乎
ビ
し
て
制
止
せ
ら
れ
た

齋
し
て
歸
，省
せ
ら
。
殊
に
ス
'
 
ミ
：ス
，の
愛
好
せ
る
者 

E
u
g
o
n
l
a
d

の
'作
ポ
た
る
，奇
人
ク
イ
ル
キ
ィ(Wilkie) 

あ
か
。
彼
れ
は
數
哩
を
隔
て
れ
る
！
^
p
t
,
ざ
，
敎
愿
の
會 

師
た
：レ
。
彼
れ
は
潜
通
の
農
夫
養
に
て
自
ら
其
.の
寺
® 

地
を
耕
転
ホ
る
め
常
に
し
て
、
管
つ
て
：此
の
地
をi

!
ぎ

'' 

ヤ
、彼
れ
を
單
純

:̂̂
る
農
失
乂
誤
て
る
化
學
者
ね
1
バ
メ 

ク

r
D
r

‘ R
o
e
b
u
c
k
)
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に
®
ひ
、
セ
オ
ク
ジ
ト
ス
も
^
用

こ

ご

あ

ら

"
彼
れ
は
常 

こ
日
ぐ
、
ス
ミ
ス
は
，ヒ
ユ

I
,

ム
よ
ら
も
遙
か
に
大
な
る
. 

®

劍
ぶ
構
想
を
有
す

.、.
而
し
て
ヒ
ユ
ー
ム
は
單
に
動
，
 

勉
ビ
見
識
を
有
す
る
に
過
ぎ
ざ
る

も
"
ス
ミ
ス
は
觀 

勉

W

天

才

ざ

を

有

す

と
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：

尙
ほ
ス
ミ
ス
の

H

ゾ
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^
ォ
に
於
け
る
友
人
中 
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會
ウ
て
彼
か
の
學
生
ね
ら
し
.ク
ぐ
ア
ム
0

ジ
ョ
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ト
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に
，傳
存
す
る
ス
ミ
ス
の
#
信
中
に

：1

千
七
百
五
十
一1

年
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 1

ス
ミ
ス
は
其
の
グ
ラ

X

ゴ
ォ
狂
仏
中
、
愿
々
休
暇
を 

利
し
て
エ
ゾ
ン
ベ
ア；！

ォ
を
訪
ひ
、
此
の
地
め
僖
友
.タ 

永
ぐ
親
‘
な
る
關
係
を
特
織
せ
り
。
ス
ミ
ス
は
其
の
友 

人
等
ざ
共
に
當
時
蘇
國
に
於
て
®
激
な
り
し
文
學
上
、
 

科
舉
上
及
ぴ
紙
會
上
.に
於
け
る
革
新
の
計
盡
に
*
加
せ 

K
V
O此
の
新
蓮
動
の
ゆ
心
た
&
し
も
の
はH

ダ
ン\

ア 

り
ォ
に
し
て
"
其
の
祉
喻
的
知
識
的
指
導
港
た
り
し
人 

は
ス
ミ
ス
の
奮
ま
に
レ
て
又
た
思
人
お
る
I

ム
ズ
W 

^

>

9

§

o

其
の
他
、
エ
ゾ
ン
パ
ア
ロ
オ
；̂
は
じ
ユ
；

ム 

あ
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、

フ

ア

グ
ソ
'ン
あ
-

O
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雨
ダ
ル
タ
ン
ダ
ル

(sir 

D
a
v
i
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of Hailes 

及
び Sir 

Jo
h
n 

of couslancn 

あ 

K
y
s 

n

パ
ア
！
ト
ツ
ン
亦
た
其
の
同

'僚
ジ

m

ン
•
ホ
ー
ム 

ご
相
携
へ
て
每
週
同
市
に来

.
.

ギ
ル
バ
ア
I

ト《

エ 

ォ
ッ
ト(Gilbert,Elliot)

は
一
千
七
百
五
十
®
キ
を
以 

て
識
會
に
入
れ
る
も
、
休
會
中
は
常
に
首
带
の
消
&
を

1

一
月
十
九
日
咐
を
以
て
當
⑩
怖
務
局

1
2

參
職
せ
る
ジ
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I

ム
ズ
0

ォ
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フ
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彼
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介
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彼
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千
七

百
九
十
七
年
に
至
ら
、
英
蘭
銀
行
の
正
货
支
拂
停
止
に 

關
し
て
行
へ
る
其
の
演
說
中
に
於
て
"

ス
ミ
ス
は「

現
：
 

代
を
說
服
し
、
次
代
を
支
配
す
る
な
る
可
し

」
タ
云
へ 

る
記
憶
す
可
さ
言
鶴
を
弓
用
せ
な
。
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言
ふ
ま
で
も
な
く

 

H

ゾ
ン
バ
ア
ロ
オ
に
於
け
る
ス
ミ 

ス
め
友
人
中
、
其
の
第
一
に
舉
广
可
き
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の
は
デ
グ
ィ
ジ 

ド
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ユ
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ム
サ
兩
港
の
交
際
は
早
く
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千
七
百 

三
十
九
ギ
を
以
て
始
ま
れ
る
み
觀
ぁ
る
も
、
彼
仏
等
か 

個
人
的
£

し
く
相
交
る
に
至
-
し
は
ス
ミ
ス
が
グ
ラ 

ス
ゴ
オ
定
住
せ
る

.

後
の
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W

な
る
可
し
。
ス
ミ
ス
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グ
ラ

K

ゴ
オ
に
移
&

てよもなくじユ

J

ム通
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を
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始
し
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初
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が
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觀
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S

の
約
を
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な
が
ら
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之
れ
を
履
行
す
る
こS

蘇
國
の
學
問
、
.
i

及
び
I

の
振
興
を
目
的I

- 

■
 

■

力
：^

し
も
、
ス
ミ
ス
は
エ
ダ
ン
バ
ア
？：
オ
に
来
る
？

)

/

ぐ
ユ
I

ム
ざ
共
に
.
,
時
間
は
次
第
に
多
き
を
加
へ 

て
ク
終
に
は
ヒ
ユ
1
ム
の
家
を
以
て
彼
れ
が
エ
/
ン
パ 

アP

オ
に
於
け
る
本
：據
地
た
ら
し
む
る
に
至
れ
タ
0 

!

千

七

百

五

十

二

年

、

？<；

ミ
：
ス
は
叛
飢
後
ヒ
ユ
I

ム 

を

幹

事(secretary〉
「

ダ
し
て
後
活
せ
る
チ
ダ
ン
ノ
ア 

U

ォ
哲
學
會(philophicalsodety)

.

の
會
員
に
擧
げ 

ら
れ
た
る
も
、
同
會
の
譲
事
鋒
は
ス
ミ
ス
の
活
動
を
記 

す
る
所
な
し
。
一
而
か
彼
れ
は
ニ
千
七
ぽ
五
十
四
年
を
以： 

て
成
れ
る
シ
レ
ク

ト*

ツ
サ
ィ
チ
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d
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)

の 

.，命
立
に
際
し
て
重
要
な
る
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割
を
演
せ
ぉ
。
' 同
會
は
曾
一
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て
ジ
チ
I

ム
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才
ス
ヌA

ド
*
共̂

に
：佛

國

を
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行
. 

せ
る
肅
家
ア
ラ
ン
。ラ
ム
ゼ
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(
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ヤ
摇
案
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
當
時
®
國
の
大 

都
に
普
ぐ
存
し
た
る
ア
ヵ
デ
ミ
ィ
に
做
ひ
て
創
設
せ 

ら
れ
半
ぱ
時
事
問
題
の
W
論
會
た
：る
ご
共
に
、半
ぱ
ぱ

愛
國
的
の
性
質
を
具
有
せ
ら
。

ミ
ス
は
最
お
に
ラ
ム 

ゼ
I

の
相
談
を
受
け
ね
る一

人
に
し
て
、

一
千
七
ぼ
五 

千
®

年
五
月
二
十
三
日
の
發
起
人
愈
に
於
て
は
、

に

之
れ
に

出

席

せ

る
十

五

名

のj

人
な
-C5N

し

の

み

な

ら 

V
T、

提
案
の
趣
旨
を
說明
す

る

の

任

胳
を
記
甘

ら

れ

た 

ら
0
.

同
じ
く
是
れ
に

出

廣

せ

る

力
I

ラ

ィ

ル

博

土

は

日
 

く

、

ス

ミ
ス
が
演
說
の
艰態
を

以
て
行

へ

る
言
說

を

聽 

け

る

は

推
り
此
の
場

合

の

み

な

る

も

、

而

も

余

は

始

ん 

ビ
演
說
家
し
て
の
彼
れ
の力
を

認

む

る

こ

ど

能

は
 

ず
、
彼
れ
の
菅
擊
は
錯
び
、
其
の
表
明
は
不
®

W

に
し 

ズ

吃

昔

に

す

ら

撤

舰

き

も

の

あ
ら
ご
。
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p. 
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ス
ミ
ス
は
一
千
七

W

五
十
因
年
六
月
十
九
日
に
開
催 

せ
ら
ボ
カ
る
其
の
第
二
例
會
の
座
長
た
り
し
が
、
次
囘 

の
W

論
題
ざ
し
て(

1
)

外
國
新
敎
徒
の一

般
的
歸
化
は 

不
列g

に
取
ら
て
有
利
な
る
可
さ
や
杏
や
、
.及
び

0 J)

穀
物
輸
出
に
働
す
る
保
瞧
金
は
農
業
に
徵
す
る
せ
等
し 

く
商H

業
に
取
-
^
て
も
亦
た
有
利
な
る
可
き
や
杏
や
の 

1
1

問
題
を
發
表
せ
ぐ
。
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其
の
外
外
貧
窮
？-
雁
傭
契
約
、i

嗣
相
續
財
蛮
、
一
銀
行
，
 

業
、
ジ
ン
ネ
ル
輸
出
保

»

金
"

ク
ィ
ス
キ
！
耽
ク
養
育 

.

院
"

借
地
年
限
、
道
路
修
築
、
地
代
を
し
て
主
人
に
支 

拂
は
る
可
さ
土
地
收
舜
の
割
合
、
地
代
の
金
納
及
ぴ
穀 

納
？
地
代
支
拂
の
時
期
、
.

大
小
農
揚
の
利
害
、
奴
織
勢 

働
及
び
自
由
勞
働
の
優
劣
"
：愛
蘭
士
併
合
の
得
失
等
の 

如
き
满
多
經
濟
上
若
し
ぐ
は
政
治
上
の
問
激
の
討
諷
せ 

.

ら
れ
た
る
を
見
る
。
，同
會
は
每
週
金
曜
午
後
六
時
よ
.

愚
ァ
僧
俗
、
悉
く
皆
な
其
の
會
員
た
ら
ん
ニ
を
，

欲 

し
ハ
入
會
志
望
者
の
運
動
盛
ん
な
る
こ
ざ
苑
も
代
議
士 

選
擧
じ
讓
ら
す
だ
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h
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j

も
協
會
は
討
論
ゆ
み
を
以
て
滿
足
せ
る
も
の 

じ
非
や
。
同
協
會
は
年
々
九
名
の
特
別
委
員
を
任
命
し 

て
蘇
國
の®

術
，’
科
學
、
工
業
及
び
農
業
獎

S

盤
.
^
賞 

•行
す
る
め
任
に
當
ら
し
め
わ
，

b

o

同
委
員
會
は
本
會
の 

例
會
ょ
ら
離
れ
て
別
に
每
月

1

囘
集
會
し
、
委
員
の
大 

多
數
は
貴
族
及
び
鄉.
純
な
ら
し
が
爲
め
"
始
ん
ど
全
ぐ 

，其
ゆ
事
務
は
農
業
上
の
勘
論
の
み
に
限
ら
れ
た
ら
。
而 

し
て
是
れ
等
の
討
論
を
し
て
更
ら
に

一

層
有
效
丑
ウ
有

九
時
じ
£

^
て
開
會
し
"
，
創

立

後

、
.
纖
許
ら
な
^
-し

て

\

利
な
ら
し
む
.る
が
爲
め
に
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千
七
百
五
十
六
報
、
實 

知
名
の
*1

百人を會員ざするに至れ

-
。̂
ニ

地

の

經

驗

あ

，る

農

民

の

1

定
數
を
營
員
に
加
ふ
る
の
決 

千
，七
百
五
十
五
年
ァ
即
ち
創
立
®

®
年
、-
t
ユI
;

ム
.は：：

：：.：

識
を
行
ぺ
斯
く
の
如
く
協
會
め
事
業
の
範
圓
を
擴 

:

當
時
羅
馬
に
か
ら
し
ネ
X

V

Iに
誉
を
寄
せ
て
マ
同會

；：

レ
：張
す
る
は
其
の
發
起
者
'ラ
ム
ゼ
ー
の
贊
成
せ
ざ
ね
し
所 

:

は
國
民
的
■
心
事
と
爲
る

，
，に
至
ら
、
老
若
、
貴
賤
、
賢

:̂?>る
が
、

而
も
其
め
協
力
#
れ
ら
し
ス
.ミ
ス
は
.奮
つ
て 
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此
の
新
計
肅
に
參
伽
し
？
其
の
實
行
に
際
し
て
主
要
な
六
に
齋
し
、，

&

筹
皮
手
®

"

黎
释
屑
子
、
フ
ス
レ
ト

B
る
任
務
を
行
へ
.
.
s
o彼
れ
は
最
お
此
の
許
盡
の
賞
⑤
を 

S
託
せ
ら
♦
た
る
九
名
の
理
事
中
の1

人
に
は
非
ざ
シ 

し
も
"

も

數

ヶ

月

敬

に

至

ら

、

其

の

.事

業

が

各

々

五 

名
よ
り
成
る
別
節
め
！
！養
員
會
の
間
に
割
せ
ら
れ
.た 

る
時
、
ス
ミ
ス
は
是
れ
の
ま
員
を
選
出
す
る
の
目
：
^

 

を
以
て
特
に
.任
荀
せ
ら
れ
た
.る
五
.名
よ
ら
成
る
也
の
，
 

:

委
員
膚
の
一
員
#
る
.ざ
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同

時

に

、
又

じ

ユ
I

ム
ご
共
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にElfs?

行
委
員
會
の
，

1

た

ぶ
美
文
學
及
び
批

判

に

關
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，
も

の

に

其

名

を
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：；

ね
；
^

か
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み
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絶
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を
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分

な

る

银
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:
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藥

ぷ

行ひ、1

中
七
窗
五
十
五
年g

l

月
t
日
の
各
斩 

聞
紙
上
に
余
銀
の
賞
牌
並
び
-に
當
時
さ
し
て
は
互
膨
の: 

賞
金
を
提
供
し
てi

S

ん
ご
天
下
の
あ
ら
ゆ
る
事
項
に
身 

L
ぱ
まf

を
.行
ふ
旨
を
公
に
せ
&
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而
し
て
賞
典
の
き 

は
慈
年
增
加
し
、

一

千
七
存
五
十
九
年
に
はj

百K
4
-

子

、右

乾

酪

ゾ

蘇

國

産

の

柳

ょ

-
^
製

出

せ

ら

る

可 

^

麟
燭
等
に
至
る
ま
で
务
赖
工
業
の
獎
勵
に
充
當
せ
ら 

る
、
に
至
れ
-
^
。

.

.

S

運
の
如
く
に
現
れ
め
る
此
の
シ
レ
ク
ト
ん
ソ
サ
イ 

チ
f

 

^
■
爛
ね
る
光
輝
を
取
つ
こ
ビ
約
十
银
に
し
て
忽 

灘

其

め

妻

を

消

せ

其

の

沿

減

はI

般
に
チ
ヤ
ァ

I

 

.
ル
ス
®

タ
ク
ン
ス
シ
ド

(
C
h
a
r
l
e
s

 

T
o
w

n
s
h
e
n
5

の
號 

刺
に
起
因
ず

る
も
の
な
ら

ビ
認
め
ら
る
。
即

ち

波

ま 

雄
藉

な
る
會
員
の
討
於

ば
を
倾
聽

せ
る
も
、
而
も
.

此
の
英
.

:

®

人
の
其
は
殆
ん
ど
其
の

J

語
を
す
ら
了
解
す
る
こ
を 

能
ほ
ざ

.

c

^

.

^。
是
に
於
て
乎

"

彼
れ

.

は
問
ふ
て
ほ
く
、 

「
御
發
等
は
英
語
を
誉
く
こ
ビ
を
學
び
な
が
ら
、
可
が 

.

，故
に
之
ヶ
を
萨
す
こ
ご
を
舉
ひ
得
ざ
る
か

.

」

ポJ
。

(
L

o
r

d

 

r
amphell) 

L
i
v
e
s

 

o
f the 

c
h
s
c
e
l
l
o
r
s
,

 

v
L

 

3
2
)
0

 

j

千
七
百
六
十一
年
、
>

1
マ
ス
，
シ
.エ
タ

ダ
ン(

T
h
o
l

 

s
h
e
H
d
a
n
〕

ほH
ゾ
ン 

'パ
ア
口
才
じ
來
.り
て
力
ア
ラ
タ
パ

K

ス
•
ク

I
ス

(
G
a
m
l
b
b
e
r

ドc
l
o
s
e
)

な
る
達
。ホ
tt. 

堂

(St, 

Paurs .chapel)

に
於
て
約
三
百
名
の
緋
士 

對
し
、
英
語
演
說
法
の
識
■
を
す
六
回
に
冗
-
^
:て
行
I 

ひ
し
が
"
間
も
な
い
、
レ

：レ
ク
ト
•
ソ
サ
-
チ

ィ

は

英

語 

獎S

の
目
的
を
以
て
特
殊
の
幽
體
を
組
織
し
、
偷
敦
ょ 

b
發
誉
：法
の
.敎
帥
.
聘̂
せ
た
。
然
も
斯
ぐ
の
如
き
企
圖 

"は
'國
民
的
自
負
を
害
す
る
と
得
ク
？
如
め
新
奇
と 

愛

國

，敝

情

操

ご

!2

由
り
て
人
.心
を
引
ゆ
る
同
協
會
は
一
.
 

千
七
！

m

六

十

ニ

年.
境̂
ご
じ
て
ァ
其
の
隨
盛
の
頂
a
を 

越
え
、寄
附
金
の
申
仏
者
は
其
の
名
を
撤
圓
し
"
若
し
く 

は

其

，，の

拂

込

を

拒

絶

せ

；る
：
が

爲

め

に

ご

K

千
七
W
六
ナ 

五
年
に
は
僅
か
，に
六
個
.の
®
賞
を
：

S

ふ
に
足
る
の

基
金 

を
有
t
る
に
過
ぎ
ざ
る
じ
‘至
b
て
終
に
觸
體
を
見
る
こ 

を

A

な
れ
ら
。

.

.

レ 

+

n

 

• 

ア
ダ
ム

‘•

ス
ミ
ス
が
生
風
^̂
る
役
割
セ
演
じ
れ
る
他 

一
の
注
意
す
可
さt

i
i

は
前
者
ざ
等
し 

蘇
國
の
愛
國
的

情
操
に
發
露
せ
る
も
の
に
し
て
、
摄
W

し
つ
、
あ
る#
 

國

著

作

家

の

，著

書

に

#

し
"
同
情
あ
る
批
評
を
加
へ
て 

之
れ
を
獎
勵
す
.る
が
翁
め
に
創
刊
せ
ら
れ
た
る

w
d
in
-

 

b
u
r
g
h

 

R
e
v
i
e
w

識
の
出
版
な
ゎ
。
生
幹
は
後
報
ぶ
夾
國 

大
法
官
た
る
に
至.

*
^

し
當
#

の

靑

年

辯

讓

士

，
ア

レ

グ

ザ 

ン

ダI

•
ク
ジ
ダ
ア
パ
，

ン

(
A
l
e
x
a
n
d
e
r

 

w
e
d
d
e
r
b
u
r
n
)

 

.

じ.
し
で
口
.

バ
.
アI

ト
ツ
ン
、
プ
ラ

I

、ジ
1

ア
デ
イ
ン
. 

及
び
ス
ミ
ス
等
は
其
の
寄
稿
家
力

b

。

(
M

e
m

o
i
r
s

 

o
f

 

L
o
r
d

 

K
a
m

e
s
, 

2
n
d

 

e
d
,

 

1814
,

 

i
,

 

233
)
.u

 

.

ス
ミ
ス
は 

.
1

千
七
百
五
十
五
：年
七
月
に
現
れ
れ
る
初
號
に
ジ

m

ン

ソ
ン
氏
の
僻
典
の
評
論
を
、
，.缴
五
十
六
ギ一

月
め
第1

! 

號
に
はA

 

Letter 

to 

the 

A
u
t
h
o
r
s
o
n

 

the 

General.

State 

of Literature 

in 

E
u
r
o
p
e
,

を
寄
せ
た
-

2=s。
(
A

-f

C
atal

o
g
u
e 

o
n the 

L
i
b
r
a
r
y

 

of 

A
d
a
m

 

smith) 

ed. 

h>v 

T
a
m
e
s

 

wonar, 

1
8
9
4
, 

F>, 

X
I
.)。

彼
れ
は
ジ

i
n

ン
，
ソS

氏
，
の

辭

典

を

批

評

し

て

日

く

、 

「

吾
人
は
本
を
取
ね
て
他
の
撒
典
ビ
比
較
す
る
の
時
、

第
十
六
⑧

(

冗
七
五)

離

，
.錄

：
.ア
ダ
ム
®K

ミ
ス
の
生
涯



p
:

第

十

六

盤

s

i

c

雜
、

綠
ア
ダ
ナ
ス
ミ
ス

I

涯 

其
の
著
激
の
功
績
頗
る
著
大
な
る
を
認
ひ」

と
。
在

来

も
 

の
英
晤
辭
典
は
難
解
の
言
詞
及
び
術
語
を
解
明
す
る
を
へ

6 

以
て
主
た
る
自
的
ご
せ
ぐ
。

然
る
に
ジn

r

ン

ツ
ン
は
其 

.

.の
以
上
に
著
し
ぐ
彼
れ
の
企
圓
を
擴
張
し
て
、
威
信
あ
，

る
著
备
ょ
ゥ
の
範
例
を
以
て
識
明
せ
ら
れ
た
る
各
語 

の

糊

々

な

る

意

義

を

遺

漏

'な

く

聚
雜
甘
レ
。
然
れ
ご
も
 

ス
ミ
ス
描
べ
ら
く
、
著
者
に
し
て
其
の
使
州
，

V

是
認
せ 

ら
れ
ざ
る
詣
晤
を
鑑
別
す
る

こ
ご
更
ら
に

多
ぐ
、
而
し 

て

i

語
の
種
々
な
，る
意
義
を
測
擧
す

る

に
止
め
す
し

银

四

爐

.
5
S 

之

れ

に

比

し

て

，遙

か
に

缴
等
な
る

も
の
を
思
料
せ 

。

日

く"「

機

朝

は

許*

せ
ら
れ
、
工

夫
せ
ら
る
、
听

是
れ
等
の
諧
意
義
.

^
級
に
姚
列
し
、
主
恶
な
，
 

意
義
を
附
風
的
ぴ
も
み

よ

別

せ

し

な

ら 

に
；
、
 

一
層
の
完
成
を
見
た
る
な
る
可
し
ご
0
斯
く
て
彼
れ
は 

自
己
の
耍
求
ず
る
所
を
例
示
す
る
が
爲
め
に
：自

ら「

機 

知
日(w

i
t
)
J

及
び「

滑
稽(

H
u
m
o
u
r
)

し
に
M
す
；̂
こ
旧
の 

項
目
を
草

せ
ら
0
彼
れ
は「

滑
稽
‘ら
以
て
®
に
，揚
發
、
.
 

不
定
の
，も
の
、
.性
向
上
の
疾
病
な
：り
ビ
思
他
し
、
そ
は 

0
々
機
智
に
比
し
て
面
白
味
大
な
る
こ
ビ
あ
る
！̂
さ

'

多
く
、一
 

更
ら
に
正
規
的
且
つ
人
爲
的
な
る
も
の
を
表
明 

し
、
滑
稽
は
i

粗

放

漫

、
狂
妄
旦
ウs

f

 

る
も
の
、
自
ら
支
配
し
又
た
は
抑
制
し
得
ざ
る
發
作
に 

ょ
&
て
生
じ
、

.全
然
眞
の
®

®V.

相
容
れ
ざ
る
も
の
を 

:

表
明
す
。
衝
稽
は
往
々
機
普
ょ
.
^
も
面
白
味
あ
る
も
の 

な
6

と
稱
せ
ら
れ
た
る
も
、
尙
ほ
機
智
の
人
が
滑
稽
の 

人
の
上
に
&

る
こ
ざ
、
恰
も
純
士
が
道
化
者
の
上
に
在 

る
が
如
し
、
而
も
道
化
紫
は
：
化
々
に
し
て
神
士
ょ
り
も 

人
を
樂
し
ま
し
む
る
も
の
な
5」

ビ
。
彼
れ
は
蘇
國 

於
て
は
會
話
に
際
し
正
'確
な
る
言
語
の
標
単
存せ
ざ
る 

が
故
^
、
直
ち
に
此
の
辭
典
の有

用

な

る

こ

ご

を

^
|
|
也 

ら
る
-
^
に
至
る
可
し
ご
思
他
せ
.，̂
。
而
も
ジ
.
H
ン
ソ
ン 

は
本
僻
典
の
改
版
に
原
しス

ミ

の
批
評
に
對
し
て 

等
の
注
意
を
も
拂
は
ざ
ら.
し
，れ
如
し
。

ス
ミ
ス
は
っK 

♦ツ
ン
ペ
アIX

ボ
靜
謝」

第
二
總
の
附
錄 

^

.

に
現
れ
ね
る「

編S

者
k
.

與
ふ
る
め#
:

j

に
於
て>
 

彼

れ：：，

學

を

指

す

も

の

な

ヶ

。
ハ

#

太
利
照
ぱ
旣
に
文
事
を
齋
す
. 

，等
は.
其
の
紙
而.
を

滿

す

に

，、
：

.

百

項

中

，
の

J

項

ら

之

れ

に

，，

.

る.
'

こW

な

ぐ

、

獨
逸
一
は
，単

に

科

學

'

の
み
を
産
せ
ら
。
而

對
し
'て
機
愈
を
與
へ
れ
る
.著
作
® 

‘
公
表
後
.こ
週
.間
ご
想
. 

起
せ
.ら
る
'
.
.
/ ̂

MJ

な
か
る
可
，̂
:
®
:
：々

た
：る

出

版

界

目

卞

§

 

消
息
の一、：

航
を
以
て
す
る4

り
.も
> 
寧
ろ
ン
般
f
t會
；の 

爲
め
に
.其
の
注
意
f
c慎
す
を
諧
誉
の
紹
介
を
揭
ぐ
る
に 

ょ
り
て
遙
か
じ
之
：れ
が
威
謝
を
受
く
可
き

も

の

な
る
が 

故
じ
、「

♦
も
‘學
麻
に
地
取
を
占
め
ん
を
す
る
ゆ
擧
k
着 

#

せ
る
，じ
.過
ざ
ざ
る
：

J.

蘇
敏
於
て
出
版
せ
ら
れ
た
る
：
 

:

諧
貴
に
M
す

る

記

事

，の
..み

に

限

ら

す'
，其

の

範

圓

を

限

： 

る
こ
：さ
な
<
>
:

T:

最
俄
値
あ
を
、
？‘切
の
蘇
國2

 

版
物
を
揭
ぐ
る
こ
ダ
rを
期
す
.る
ど
共
k
、
‘
W
外
に
於
て 

る
も
の
ビ
雖
も
、
總
，ベ
.て
永
®
的
债
® 

あ
る
も
の
は
之
：れ
を
考
査
す
る
を
以V

:
i
t

誌
®
壽
命
を 

持
繊
レ
か
る
上
た
も
有
用
な

を
：.

の
'ポ

主

張

せ 

り
。
，：次
，い
：セ
彼
れ
‘は
現
代
の
大
陸
文
學
評
論
R

擎
を
進 

め

を

.
彼
れ
® 

i

る
大
陸
文
學
は
即
ち
佛
蘭
W
文

第
す
六
餘(

®
.七
.

七
：*  

0 

0

ア
グ
ム*

ス
ミ
ス

も

篇

中

に

於

て

蕭

文

寧

の

：̂

を
行
へ
る
ニ
ニ
一

 

の
章
夢 

-

を
取.
か
て
撒
る
に
、
彼
作
：
^

®

々
非
難
せ
ら
る
、
が
-
 

ニ
如
く
、
不
當
に
跋
國
：文
寧
を
腻
視
し
"
，佛
國
文
學
を
宵 

j

目
的1

2
^

美.
ず
ん
乾̂

^

^

シ
し
を
知
る
可
し◊
.

 

j

即
ち
脈
れ
日
く
想
像
ガ

W

天

才W

構

想

力

ざ

は

莱 

一I

，國

人

み

長

所

に

し

て

、
、
趣

味

ざ

明

察

.ざ

適

合

を

盤

頓

ミ 

は
佛
國
人
長
脈
な
る
が
如

.

し
。古
英
國
静
人

k

於
て
、

j

 

’

シ

H

ク
ス
ピ

I

ァ
、
ス
ぺ
乂
サ
ー
及
び
ミ
ル
ト
ン
に
於

一
て
、
破
格
ざ
1

5
.の
灘
に
讚
者
を
驚
か
し
腿
惑
し
て
，

一
其
の
天
才
を
嘆
美
せ

し
'

:

其

め

述

作

の

，不

齊

^
:

^
1

す̂ 

j

る
一
切
の
批
評
を
以.
T

取
る
に
足
ら
ざ
る
些
末
の
も
の 

も
し
て
蔑
視
成
じ
む.0

も
の.
救
.
d

M

、
廣
太
に
し
て 

想
自
然
な
る
想
像
み
ガ
を
.

認
む
る
こ
。と
多
し
。
寒
名
な 

る
，働
®
作
家
中
於
て
斯
ぐ
の
如
き
文
才
の

S

凝
に
遭 

過
す
る
チ1

ざ
は
：ま.
まP

多

か

ら

す

‘。

而

も

之

れ

に

代

る

の
生
涯 

雜

四

麟！

四
五



p
敏
す
i
 

5

文

)

雜

錄

ア

ダ

t

N
ミ
ス
の
i
. 

第
I
 

- 

r
a
A 

-
じ
、
か
の
想
像
の
强
烈
じ
し
て
.刹
那
の
閃
光
の
如
ぐ
に
*七
ュtv

ォ
I
ン
伯(

C
o
m
t
e

 

de w
u
f
f
o
?
)

及
ぴ
レ
？
オ 

心
胸
を
射
る
も
の
な
き
が
故
じ
、
從
ウ
す
無
稽
若
し
ぐ
I
ミ
ィ
ク>

 (
R
e
n
6

 Antoine F
e
r
c
h
E
t
d
e
R
d
a
u
m
u
r
}

 

す
自
然
な
る
も
め
に
よ
-

cr

て
ホ
獻
を
襄
切
6
、
又
ね
の
科
學
上
の
近
著
を
紹
介
し
、
而
て
嫩
而
上
學
の
著
作 

は

文

體

の

著

し

き

不

齊

若

し

く

は

順

序

め

連

赂

な

き

が

.

中
に
於
て
：は
僅
か
に
是
れ
よ
ら
も
數
ヶ
月
以
前
に
現
れ 

爲
め
に
注
意
力
を
疲
弊
せ
し
む
る
が
如
き
こ
.

yj

律
っ
て
一
た
る
ル
ッ
？

N
r
(
J
e
a
n

 

J
a
c
f

 R
o
i
a
u
)

1

名
な 

な
く
、
而
も
快
適
に
，し
.て

興

味

あ

C
V

相

關

聯

る

「

人
間
不
平
等
の
起
源
及
び
根
概
論」

(
D
i
s
c
i

 

sur 

せ
る
對
象
を
以
て
☆
を
樂
ま
し
む
る
情
操
ほ
び
語
法
のI

 

r
o
r
i
t

 et les 

f
b
h
d
i
n
t
s

 

d
e

 

r
i
n
f

 t6 

p
a
l
s

 

均
等
に
し
て
練
達
せ
る
雜
政
ご
雄
結
せ
る
正
-

き̂

徘I 

les 

h
o
m
m
e
s
,

 

1
7
5
4.

)

に
論
及
し
、
て
ツ
|
よ
.

「

3̂̂
ポ 

列
、：
S

I

適
合
-

yi

恰
好
I

靡
着
す
る
な
*
し̂

も

\

な
る
哲
學
的
化
舉
並
び
に
其
の
文
體
の
助
け
に
J

て 

彼
れ
は
韻
文
よ
ら
哲
舉
に
移
リ
> 
佛
國
の
ア
ン
シ
ク

I

放
縦
な
る
マ
ン
ド
グ
ィ
ル

(Bernard 

de 

M
a
n
d
e
v
m
e
)

 

リ
ペ
デ
ス
ト
は
自
國
の

V

カ
ル
ト

(
R
e
n
f

 D
e
s
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